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１．概要（Summary） 
 金属ナノ構造に光を照射すると、プラズモン共鳴により

回折限界を超えるナノ空間において光局在場が生じる 1。

本研究では、このプラズモン光局在場で働く放射圧を測

定するため、金ナノ構造体で生じるプラズモン光局在場

で液中ナノ粒子を捕捉し、ブラウン運動による粒子の位置

揺らぎ情報からプラズモン放射圧を解析した 2。 

 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

ヘリコンスパッタリング装置 
 

【実験方法】 
 NIMS 微細加工プラットフォームにて、電子線ビームリ

ソグラフィー/リフトオフ法によりガラス基板上に金ナノ構造

を作製した。ガラス基板を洗浄した後、ポジ型レジスト

gL2000 の薄膜を 200 nm になるようにスピンコートによっ

て準備した。NIMS 微細加工プラットフォーム所有の 125 
kV電子ビーム描画装置を用いて設計したパターンをレジ

スト膜に露光し、Methyl isobutyl ketone を使って現像

した。金、および基板と金との接着を高めるためのクロム

の積層は、北海道大学微細加工プラットフォームのヘリコ

ンスパッタリング装置を用いて行った。最後に、超音波洗

浄によってレジストのリフトオフを行った。 

 東京大学生産技術研究所にて、金属ナノ構造体のプ

ラズモン局在場を用いてナノ粒子を光トラッピングする実

験を行った。波長 1064 nm の連続発振 YAG レーザ

ーを用いた。入射偏光は半波長板を用いて回転させた。

粒径  100 nm の蛍光性ポリスチレン粒子分散液をカバ

ーガラスで挟んでサンプルセルを準備し、金ナノ構造体

で光捕捉されるナノ粒子の位置揺らぎ情報を測定した。 
 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 １つの基板上に、露光する電流量を変えて電子ビーム描

画行い効率的に条件出しを行い、Fig. 1の金ナノ構造作

製に成功した。この金ナノ構造体の局在プラズモン場を用

いる事によって、従来の集光レーザーを用いた場合よりも

２桁強い放射圧でナノ粒子を光捕捉することができること

を明らかにした。 
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Figure 1 SEM image of gold nanostructures. 


